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第二部の交流会では、展示されているア
イデア満載・工夫満載の各社のパンフレット
を拝見致しました。
大同生命、AIU保険さんから、法人会に
加入している方への福利厚生のメリットにつ
いての説明も行われました。酒井担当副会
長の乾杯で親睦の集いが始まり、名刺交換
など異業種交流ならではの光景が広がりまし
た。和やかに時間が過ぎて、爽やかな秋の
訪れと共に有意義な会となりました。
ご参加いただきました各社様のますます
のご活躍を応援致しますと共に、皆様のご
意見アイデアを頂いて会を重ねてまいりたく、
ご参加ご協力お願い申し上げます。

異業種交流会で新たな活路を
平成29年9月20日（水）　於：北とぴあ  14階  カナリア・スカイホール

情報交換会・異業種交流会

委員長 斎藤 幸子

厚生事業推進委員会

斎藤委員長の挨拶

第1部会場

各社のチラシ・パンフレットを展示第2部会場

第1部のPRタイム

今年度より厚生事業推進委員長になりました。厚生事業委員会は、会員の
健康増進・会員相互の交流発展のお役に立つことを企画致しております。私も
不慣れながら、共に勉強させていただくことを楽しみにしております。宜しくお
願い致します。
今年度で4回となります「情報交換会・異業種交流会」は、9月20日（水）「北

とぴあ」で開催致しました。27社38名の参加となり、第一部では大きな時計を
演台横に置き、各企業1社2分のPRタイムで自社の宣伝をしていただきました。
凝縮した2分ですが、その後には分からないことを教えてもらったりお客になった
りと、内容ある時間になったようです。



快晴の一日、年に一度幹事さんが大集合、地区を超えての
交流が目的の会議です。

普段、お会いする機会がない地区幹事さん同士が、互い
にお名前を覚えて頂き、和やかな雰囲気のなかで顔合わせを
して頂きます。第一部では、私くし山村が司会をしまして、女
性部会でどんな取り組みをしているのか活動報告や今後のスケ
ジュールについて岡﨑部会長からお話ししてもらいました。

本部からも水越会長、清水担当副会長がご出席、王子税務
署からは吉田署長他4名の幹部の方達も大変お忙しいなかご出
席して下さいました。

講演会では、吉田署長による「査察官人生での二つの出来
事」でした。特に女性が社会に進出し、目覚ましく活躍している
現状は興味深いものでした。国税の職場は男社会と言われてい
たのは過去のことで、女性管理職比率の改善を目標にして取り
組んでおられるのは、とても嬉しく感じました。29歳で査察部に
転勤となり、21年間仕事に関わっていらした期間、特捜部初の
女性検事さんと1年弱同勤できたことが良い経験ともお話しして
下さいました。

脱税でガサ入れした際のお話や写真等、どんなに巧妙に隠し
てもガサを徹底的にされれば分かってしまう。まさに“お見事”と
言えるでしょう！ あっという間に講演も終わり、山田常任幹事によ
る閉会。

第二部では、上川常任幹事による司会で、お一人ずつの自己紹介、又、業種についても発表して頂きました。若い幹事さんも
増えまして、年々活気が出てきました。なかには、郵便局の局長さんより年賀ハガキを是非購入して下さいとのお話しに会場内から
笑い声が、他にはご家族で頑張り、赤字から黒字に転じ、税金を納められるようになった苦労話し、思わずホロリとしました。32名
の自己紹介終了後、外石副署長により乾杯の音頭で、楽しいお弁当タイム！ リラックスしたなかでのお食事もあっという間、菱沼常
任幹事により閉会となりました。講演を聞きまして大いに感化され、女性が今後、もっともっと活躍する社会になればと願うばかりです。

地区から代表としてご出席下さいました役員の皆様、有難うございました。

女性も目覚ましく活躍する社会に！

女性部会全体幹事会
平成29年9月21日（木）　於：北とぴあ 14階 カナリアホール

副部会長 山村 富子

水越会長 岡﨑部会長清水副会長 挨拶する吉田署長 お一人ずつ自己紹介

和やかな雰囲気で
粛々と進行

税務署幹部の皆様も勢揃い

丁寧な語り口で講演される吉田署長
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共益事業推進委員会

組織増強活動の“秋”に先立ち、組織増強推進会議と厚生連絡
協議会が合同ブロック会議として、開催されました。

多くの地区役員にご参加いただき、従来の増強推進会議と指向
を変え、王子法人会との入会から現在に至るまでのかかわりを「体
験談（入会して）」として、入会のきっかけや法人会に対する思いを

“良かったこと”を中心に、それぞれの地区より3名の代表の方にお
話しいただきました。

経営者として前向きな思考で法人会を捉え、法人会に対し、熱い思いをいだいてくださっていることが強く伝わってきました。
それを踏まえて、各テーブルに分かれてフリーディスカッションという形で、皆さんからも同じテーマで一人一人からお話を伺いました。
それぞれの方々の法人会を思う気持ちが伺え、前向きで、時々後退的な話もまじりながらも、とても有意義な会になりました。

フリーディスカッションを通じて、多くの方から異口同音に出たのが、“目に
見えないメリット”として参加することで生まれる会員相互の交流という潜在
的キーワードと、“目に見えるメリット”を感じていないという顕在的キーワード
の２つが見えてきました。今後の課題としては二つのキーワードに向かって
具体的に取り組む姿勢が問われています。そして、それは会員増強と退
会防止につながります。法人会を守り前進させ、北区で会員多数を誇る団
体を継続すること。各地区地区長並びに役員・会員の方々のご理解とご協
力、積極的な活動が、今後の王子法人会を生みだすことと思います。

今後も会員主役の事業活動を前進させることが共益事業推進委員会
委員長の役目と自負しています。

王子地区 大石様赤羽地区 矢口様 滝野川地区 阿部様

“法人会と私”体験談 テーブル毎にフリーディスカッション
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平成29年9月25日（月）　於：北とぴあ  13階  飛鳥ホール

公益社団法人 王子法人会 合同ブロック議会

委員長 木佐貫 正参加することでメリットが見えてくる



本年の法人会全国大会は福井県で開催されました。
北陸新幹線と在来線を乗り継ぎ、3時間足らずで到着し、

あまりの速さにとても驚きました。
福井駅を出ると駅前のシャッターの下りた店が閑散とした街

並みに多少違和感を覚えたのも事実です。
会場である福井県産業会館に着くと全国から集まった人々

で賑わい、物産展では越前焼や越前おろしそば、地酒等を
販売しており、とても盛況でした。

ほどなく福井県青年部の方に会場へ案内され、全国大会
が始まりました。

第1部は講師に毎日新聞専門編集委員の与良正男氏を招き、演題「今後の政治と経済の行方」が行
われ、「日本の経済は、東京は良いが地方は全く良くない」と話され、選挙公示前と重なり、はっきりした
事は言わず、今後の行方は全く分からないとの内容で終わりました。

第2部式典では全国法人会総連合会長の小林栄三氏が福井県法人会の関係者に感謝の意を伝え、
全国大会は「税制改正に関する提言」を発表する場で、法人会は「税のオピニオンリーダーたる経営者
の団体」であると述べられました。

現在、税制に関する建設的な提言や子供達への租税教育、公益的な活動を全国に展開していると
話されました。最後に福井県法人連合会 会長伊東忠昭氏が感謝の意を述べました。

来賓の挨拶は国税庁官、福井県知事が行いました。
最後に全国青年部会大会優勝した鹿児島青年部会による租税教育活動の報告があり、個人的には、税金の使い道を子供達

にアンケートした結果が興味深かったです。このアンケートは、行政、町ぐるみ
規模で展開し、消費税の使い方を聞いたものです。

結果は「お父さん、お母さん、お年寄りのために使ってほしい」が1位になり、
子供達も福祉を考えていることに共感しました。

この場に東京都代表で王子法人会青年部が選ばれてもおかしくない出来で
あったのが、残念でなりません。

最後に平成30年度税制改正に関する提言を発表し、閉会致しました。
全国大会は法人会都道府県の代表の集まりであり、情報交換の場でもあります。
他の法人会の良い点を取り入れて、王子法人会をもっと良くしていきたいと思

いました。

いざ福井へ！熱気溢れる全国大会

第34回 法人会全国大会 福井大会
平成29年10月5日（木）　於：福井県産業会館

副会長 鈴木 康之

参加者全員で記念撮影

大会会場 全景

式典 主催者挨拶
（小林全法連会長）
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共益事業推進委員会は、地区の役割・強
化に対する取組について協力・連携を根底
に主旨説明・提言の場として、地区長連絡
協議会を開催致しました。

昨今では、経営者の高齢化、後継者不
足による休廃業、経費削減による退会など、
現状は減少傾向の状況です。その反面、
新設法人の設立、北区への転入法人（300
社／年）も見られ、無限の可能性も秘めてい
ます。

今日、北区における最大規模の経済団体
として税の啓蒙活動を行い、そして、経営
者の支援活動を行ってまいりました。更には

北区行政団体並びに北区企業団体との協力・連携を強固なものにし、北区最大の経済団体としての役割を担い、今後も、税法
活動及び経営者団体として開かれた王子法人会を目指す上で、尚一層、経営者の事業支援、情報提供を円滑にすることを根
底に地域活動にまい進し、経営者に頼られる会となる活動を推進し、活性化を図ることが法人会前進の一歩です。

木佐貫委員長の挨拶

会議の様子

水越会長の挨拶

法人会として今こそ

地区長連絡協議会
平成29年8月24日（木）　於：北とぴあ 天覧の間

委員長 木佐貫 正

共益事業推進委員会

新会員募集！！新会員募集！！新会員募集！！新会員募集！！
是非!
お知り合い
お誘い下さい。

を
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今年2月1日、女性部会40周年
を記念して「北とぴあ」にて、奈
良県薬師寺副執事長、大谷徹
奘師に記念講演会を行っていた
だきました。その時に「ぜひ薬師
寺にお参り下さい」「はい・・・」と
約束をしました通り、9月5日（火）
女性部会岡﨑部会長他6名で薬
師寺に参拝して参りました。
天気は薄曇りで、ほどほどの
残暑の中、京都駅より近鉄に乗
り、西ノ京駅で下車しました。西
ノ京駅は、唐招提寺と薬師寺の参拝客のための駅で、のどかな奈良盆地の里は、
都会の喧騒と違って広 と々緑が多く、何だかホッとする懐かしい故郷を感じさせました。

　
早めの昼食を済ませて本堂金堂

に向かう途中、大谷徹奘師にバッタ
リとお会いし、皆で挨拶することが
出来ました。薬師如来の前で大谷
徹奘師を導師として彼岸供養法要に参加、約20名の方とご一緒に読経し、この
ご縁に感謝する静寂な時間を過ごすことができました。
次に「まほろば会館」に移動し、60名位の方 と々一緒に茶菓の接待を受けました。
「まほろば会館」は美しい心を学ぶ場として、2004年より公開講座が開かれて
おり、講師の方から講義を受けられる場として多くの方に公開されているものです。
14時からの大谷師の講座は、仏典童話作家・花岡大学氏著「たそがれ山」という

説話を読み、仏教の説く正しい生き方を
学ぶ・・というものでした。お釈迦様と弟
子のアナンの汚物大便の中のウジ虫の説
話は、「掟を破れば、必ずその報いを受
ける。その罪の報いを果たすまではどうに
もならない。」という内容で、わが身に置き
換えても、ズシッとくるお話でありました。
「般若心経」の「空の心」・・かたよらな
い、とらわれない、広く持つ心の法話を
聞き、ゆったりとした時間が流れる中、こ
の素晴らしいご縁をいただき、このような
ひと時が過ごせましたことに感謝いたしま
した。大谷師との約束を果たしたことに
も安堵し、奈良の地の空気は柔らかく同
行の皆を包んでくれました。食堂（じきど
う）では北区在住の奥山峰石氏の作品2
点が展示されており、嬉しい土産話も増
えて、帰路は達成感に満たされた心地よ
さで、晴れ晴れと帰京いたしました。

奈良大本山薬師寺を参拝して・・・

女性部会役員による一泊研修会
平成29年9月5日（火）・6日（水）　於：奈良県薬師寺

女性部会前部会長 斎藤 幸子

大谷徹奘師と集合写真

薬師寺入口にて

西ノ京駅に到着しました！

薬師寺白鳳伽藍の雄大さを象徴している大講堂
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みなさま、こんにちは！！
総務委員会は、担当

田中副会長のもと私、
栗原、木佐貫、山本
副委員長他委員の13
名体制で、王子法人会
の会議運営を総合的に
サポートしております。
年間の事業活動は、
年に6回から7回委員会
を開催し、課題につい

ての検討を行い、年に5回開催される理事会（役員改選時は
6回）を円滑に進行できるよう努めております。
また、新年賀詞交歓会、通常総会等の司会、表彰式へ
の介添え、タイムスケジュールの管理他、会のスムーズな運
営のための、まさに「縁の下の力持ち」委員会です。

「縁の下」というと、暗いイメージですが、王子法人会総務
委員会は、皆さん明るい方ばかりで、前向きな方達の集まり
です。毎回、楽しく、風通し良く活動しております。
法人会の会議、運営時は、忙しくバタバタしておりますが、

“法人会活動の主役は会員の皆様”との想いで常に明るい
裏方として頑張りますので、引き続き総務委員会を宜しくお願
い致します。

主な活動としては会員増強が最大のテーマですが、それ
に関連するブロック会活動の協力・連携並びに各地区の本部
に対する要望等の取扱い並びに調整が努めと思っています。
今後の課題として未加入法人へのアプローチもさることなが

ら退会防止にも目を向けた活動にも取り組むことも必要です。
前向きな発想で法人会活動の活性化に向けての実行・活
動隊として直接かかわっていると自負しています。
また、今後の法人会の方向性を導くリーダーとしての委員
会でありたいと思います。

常に前向きに取り組む総務委員会

共益事業推進委員会の役割について

委員長 栗原 隆二

委員長 木佐貫 正

司会を務める委員長

会議の様子▶

◀ブロック会議の様子

地区長連絡協議会の様子▲

7

委員会・部会の紹介
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 委員会・部会の紹介

もう一つ、東京法人会連合会より、単位法人会
の税制・税務委員会に負託されている「税制に対
する調査研究と要望活動の推進」という難解な事
業がございます。内容は「税制等の調査、研究を
行い、会員に周知するとともに、税制（使途を含む）
に関する意見を集約し、税制に反映するよう、関

係機関に対し要望活動を展開する。」と定義付け、税制改正
の要望書を提出するよう促されております。単位法人会から、
各都道府県法人会連合会を経て、全国法人会連合会に上程
され、法人会全国大会にて提言されます。今年も福井県福
井市で開催され水越会長以下数名で出席致しました。
昨年度、島部を除く都内49単位法人会のうち要望書を提

出した単位法人会24、未提出25、弊会は過去遡っても…で
す。現在の税制を熟知していなければ要望の出しようがなく、
今後委員会で検討し、身近な税の要望が出せるよう、楽しみ
ながら和気あいあい、切磋琢磨しながら活動していきたいと
考えております。

公益事業推進委員会は、主に研修会・講習会・講演会に
関する企画立案並びにその実施を主な活動の中心としていま
す。会員の皆さまに興味を持っていただけるような、或いは、
会員企業の経営に有益な情報を提供できるように、各委員一
人一人がアンテナを張り、敏感にその情勢をキャッチすること
が必要です。とは言え、至らない点や、気づかない場合もあ
るかと思いますので、会報誌を通して会員皆さまの声を聞か
せていただければ幸いです。
また、当王子法人会が公益社団法人と

して活動している今、前述した活動だけ
に留まらず、各委員会の枠を超えて、当
会全体として公益関連の事業活動に積極
的に係わることがこの委員会の果たすべき
役割と考えています。
女性部会の「税に関する絵はがきコン

クール」や青年部会の「親子租税教室き
たっくすウォーク」このような会を代表する
事業にも何らかの形で協力していくつもり
です。その他にも法人会では公益関連事

業として、「地球温暖化対策報告書制度」や「職場の健康づ
くり支援事業」を推進しています。このような活動も今後、会
報誌を通してご案内していきますので、これからも会報誌に注
目して下さい。
最後に、この機会にご案内をさせていただきたいのが、中
小企業の税務コンプライアンス向上に向けた「自主点検チェッ
クシート」の活用です。これは今年の地区総会等で会員の皆
さまにご案内させていただきました。こちらは国税庁の後援事

業でもあり、「法人事業概況説明書」の様
式改定に伴い、新たに「社内監査欄」が
設けられ、「自主点検チェックシート」の活
用実績を記入できるようになります。この実
施の有無は、税務調査の際の参考になる
ようですので積極的にご活用ください。
このように当委員会は、会員企業の皆さ

まに有益な情報等を研修会・講習会・講演
会を通して提供できるよう委員全員、努力
していく所存ですので、今後とも御指導御
鞭撻の程、何卒よろしくお願いいたします。

税制・税務委員会
は新年度16名の委
員でスタートし、す
でに2回の委員会を
開催致しました。6月
の実務講座の実施、
10月の区民まつり、
年明け2月頃の小中
学校の租税教室の
お手伝いが主な活動となっています。その他、減価償却講
座の実施、自主点検シートの普及拡大に努める等、その都
度税知識の普及に繋がる事業を企画し開催しております。
本年度は、年明けに「相続になってからでは遅すぎる、自
社株の評価？」と銘打ち「自社株の評価の仕方」講演会を開
催致します。事業承継者がいらっしゃれば事業承継税制に従
いますが、そうでなければ相続手続きとなります。個人所有
の土地、建物、現金・預貯金、株等にまぎれ、盲点となって
いるのが流通しない（取締役会の承認を要す）自社株です。
いずれにしても、自社株の価額を知っておくという事は、経営
者にとって、必要且つ重要な事と言えるのではないでしょうか？

皆様のお役に立ちます！

簿記開講式

委員長 矢口 哲也 ▲昨年の特別講演会の様子

租税教室参加の様子

委員会の様子

税を知ろう、広めよう！
委員長 飯野正則
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まずは委員会の活動目的について
今期、委員長を拝命したばかりの私が云うのも何ですが、

この委員会がもっとも重視すべきは「王子法人会の様々な活
動の今」を「会内外の方々」に伝える事と考えております。

それを受け持つ委員会メンバーは
その為に各地区からお集まりいただいた委員の皆さんは、
担当副会長を筆頭に十五名、他の委員会に比べると小所帯
では有りますが事務局の助けのもと、月に一度集まって侃々
諤々やっております。

その仕事の内容は大きく分けて2つ
一つ目は２ヶ月に一度、会員企業の皆様のもとにお届けして

おります「ＫＩＴＡきつね通信」の発行です。
“どんな記事を載せようか”と云った企画会議に始まり、会員
企業さんへの取材や現地での撮影と云った、具体的な作業
にまで委員の皆さんにはご尽力いただいております。
二つ目はWebサイトからの情報発信、所謂「王子法人会

ホームページ」です。
前委員長のもと大幅にリニューアルされましたが、これから

の会の開催事業を“いち早く”“解り易く”お知らせする為、な
お一層の見直し
を続けてまいり
ます、会員の皆
様にはさらなる
ご注目を頂けれ
ば幸いです。

厚生事業推進委員会では、法人会会員及び非会員の会
社紹介、宣伝、交流の場として、異業種交流会を開催して
います。
毎年、秋に行われる日帰り研修会は、いわば大人の遠足。
工場や施設の見学や、体験に加え、美味しいランチが大
人気の研修会です。昨年は屋形舟で東京湾周遊。今年の

１１月は青梅へ小旅行を企画しています。
年度によって開催時期は様々、健康増進のための楽しい

ウォーキングも好評です。過去にはスプリングウォークやナイト
ウォーキング、昨年は七福神めぐりを開催致しました。
また、年に２回、格安な特別料金で、生活習慣病検診を
開催しています。

とりあえず、簡単な自己紹介をさせて下さい

異業種交流会で新たな出会いを演出

委員長 山田 直久

委員長 斎藤 幸子

広報委員会会議

会議の様子 昨年の七福神めぐりの様子

北区を食べる取材

委員会・部会の紹介
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 委員会・部会の紹介

揃いの浴衣と揃いのうちわで地域活性化の為に頑張ってお
ります。
いちごプロジェクトは節電目標15％に由来しておりまして､
無理なく､ 無駄なく快適をモットーに節電に協力をお願いして
おります。
今後も､ 女性の立場で､ 親睦を図りながら､ 法人会活動

の推進に努め､ 会員増強も積極的にお手伝いしていきたいと
考えております。今後も女性部会を宜しくお願い致します。

公益社団法人王子法人会源泉部会は、大口の源泉徴収
義務者を中心として、王子法人会の専門部会として、現在
57社の部会員で構成されています。

当部会の目的は、源泉徴収義務者の、特に実務担当者を
対象に、必要な法規及び取り扱いの研修会・講習会を定期
的に行うとともに、部会員相互の連絡・親睦を図り、優良な源
泉徴収義務者として、税務行政に協力することです。

現在、王子税務署
担当官、その他関係
機関担当官を講師に
お招きしての、年間7
回の研修会の他に定
時総会・新年賀詞交
歓会を開催し、活発
に活動しています。

女性部会は昭和51年9月に設立しまして､ 平成29年2月に
創立40周年記念としまして､ 記念講演会を開催いたしました。
また､ 平成22年度から行っております租税教育の一環とし
てスタートしました税に関する絵はがきコンクールは早いもので
第8回目となりまして、東京の48単位会のなかでも､ 一番先に
行った事業でございます。今では国税庁が後援して下さいま
して大変有難く思います。
それから､ 今年度で14年目となります各地区で開催されま
す盆踊り大会にも参加しております。

源泉部会研修の様子

総会の様子

実務のプロフェッショナルで構成

チームワークで日々前進を

部会長 清水 和広

部会長 岡﨑 祥子

役員による絵はがきコンクール事前審査会の様子

活発な意見の飛び交う会議
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青年部会では、未来を担う子供たちに向けた税知識の普
及、租税教育という大きな指針が全国法人会連合会青年部
会連絡協議会より示されています。
王子法人会青年部会では、平成18年より租税教育活動に
取り組み、5年前からは「きたっくすウォーク」と銘打ったウォー
キング形式で、親子参加型の活動を行ってきました。その活
動の根幹を成すのはやはりマンパワーです。昨年度、数多く
の先輩方が青年部会を卒業するなか、多くの仲間を増やすと
いうことは重大な課題であり、その課題をクリアすべく、自己

研鑽活動や懇親会など、皆にとって有意義であり楽しくもある
新たな企画も今後増やしていく所存です。さらには王子とい
う単位会の枠を越え、東京法人会連合会青年部会連絡協
議会を通じ、他の単位会とも積極的に交流し、新たなビジネ
スチャンスや他の単位会青年部会の活動など様々な刺激を
受けていただき、その刺激を王子に持ち帰り、部会での活動
はもちろん、各委員会や個々が所属する地区においても新た
な企画の提案や活動の一役を担っていく存在の青年部会で
ありたいと考えています。

輪を広げ縁を深める
部会長 橋本 修一

5月の総会で来賓の皆様と

きたっくすウォークは、事前に何度も歩きます。

委員会・部会の紹介
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 王子税務署からのお知らせ
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 北都税事務所／ハローワークからのお知らせ  

11月は労働保険適用促進強化期間です
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 本部 · 地区だより

北とぴあの横を通過王子神社を出発

熱心に受講する皆さま

源泉部会9月研修会

9月の研修会は「報酬・料金等の源泉徴収、非住居者」のテーマ
で、王子税務署源泉上席審理官の今福様より、ご説明頂きました。

平成29年9月19日（火）　於：北とぴあ 8階 802会議室

全員で記念撮影 それ！入るかな？

今年も北区区民まつりに北区税
務団体協議会の一員として、輪投
げを担当致しました。
7日は生憎の雨でしたが、午後に

は晴れて、翌8日と二日間とも無事
開催され、輪投げブースは列が出
来る盛況ぶりでした。

ふるさと北区区民まつり
平成29年10月7日（土）・8日（日） 
於：飛鳥山公園

講師の城北紙器梱包㈱田中社長

毎年恒例の9月研修会。今年は城北紙器梱包㈱の田中社長を
講師に【しくじり社長の30年、「社是」に支えられ】と題し、ご講演
頂きました。講演終了後は表敬法人の紹介と会員それぞれの自己
紹介並びに王子税務署幹部との名刺交換会が行われました。

王子優申会研修会並びに名刺交換会
平成29年9月5日（火）　於：北とぴあ 16階 天覧の間・錦の間

王子神社 本社神輿お披露目

8月3日に納受されたました本社宮神
輿のお披露目が8月27日（日）に開催され
ました。午前8時に王子神社を出発し、
それぞれの地区を巡行、午後3時に王子
神社へ宮入り致しました。残暑厳しい中、
行く先々で多くの人に迎えられ、文字通
り晴れやかなお披露目となりました。

平成29年8月27日（日） 於：王子神社氏子町会



1（金） 女性部会手打ちそば講習会

5（火） 生活習慣病予防検診

5（火） 第3地区懇親会

6（水） 決算法人説明会

6（水） 理事会

13（水） 生活習慣病予防検診

20（水） 第1地区研修会
「第28回王子落語会」

15（水） 年末調整説明会

15（水） 厚生事業推進委員会

16（木） 簿記講習会（閉講式）

17（金） 女性部会
絵はがきコンクール表彰式

18（土） 第22地区日帰り研修会

20（月） 総務委員会

21（火） 決算法人説明会

21（火） 青年部会常任幹事会

22（水） 新設法人説明会

22（水） 正副､常任理事､監事会

27（月） 第3回厚生事業推進委員会

27（月） 第8地区研修会「相続セミナー」

1（水） 特別講演会

3（金） きたっくすウォーク2017
6（月） 源泉部会年末調整説明会

7（火）
第5・6ブロック研修会

「体のなかのリサイクル：
  特にオートファジーについて」

10（金） 女性部会常任幹事会

10（金） 年末調整説明会

11（土） 第3・4ブロック合同研修会
「気象予報士講演会」

12（日） 厚生事業推進委員会バス旅行

13（月） 青年部会常任幹事会

14（火） 年末調整説明会

14（火） 共益事業推進委員会

テーマは自由です。
採用された方にはもれなくクオカードを贈呈。

右記のQRコードより
アクセスしてキツネ通信を
お読みいただけます。

Androidの場合はAndroidマーケットからPDF読取り用
アプリをダウンロードして下さい。（Adobe Reader 等）

スマホでキツネ通信

新春講演会　新年賀詞交歓会のご案内
日時／平成30年1月22日（月）場所／北とぴあ　北区王子1-11-1

新春講演会
新年賀詞交歓会

会場／16階　天覧の間　　時間／午後4時～

会場／13階　飛鳥ホール　時間／午後5時30分

12月11月
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https://www.oji-hojinkai.or.jp/
kitakitsune/

心地よい秋風から寒い冬へと季節の移り変わりは早いものです。
そして又、今年も終わろうとしています。
一年がとても早く感じてしまう今日この頃です。
春は夏に憧れ、夏は秋を待ち焦がれ、冬は春を渇望し…と聞いたこと
があります。
素敵な表現ですよね。
最近では異常気象で雨が降れば、災害がおこり、川が氾濫し土砂が
崩れ落ちる。
この先、自分の子供達はどうなるのか、不安がつのります。
広報委員になり、まだ日が浅いですが、色々な観点から会員の皆様
にお知らせしていけたらいいと思います。
会員の方々も何かお気づきになりましたら、お気軽に広報までご連絡
いただけたら幸いです。

読者投稿大歓迎

王子法人会ホームページアドレス
https://www.oji-hojinkai.or.jp/

山田 由起子広報委員
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